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県教委・市教委委嘱「教育課程・学習指導」 研究発表

文部科学省研究開発学校（特別支援教育）発表会の実施

１７代 根橋文武 校長着任

１５代 野原 晃 校長着任

豊かな体験活動推進校に委嘱される（17年度まで）

キャリア教育実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進校に指定される

１６代 赤沼 昇 校長着任

創立６０周年記念式典及び記念講演会、記念植樹（松）の実施

文部科学省研究開発学校（特別支援教育）に委嘱される（21年度まで）

８代 熊田四郎 校長着任

現在地 校舎竣工式

９代 小松原明 校長着任

永年の保健体育指導研究の功績により日本学校体育研究連合会、文部省より表彰

ピロティーに普通教室２室増設

平
　
　
　
　
　
　
成

１０代 瀧口和夫 校長着任

校歌掲額（体育館）

１１代 岡島一夫 校長着任

男女の制服をブレザー仕様に変更する

特別支援教育推進体制ﾓﾃﾞﾙ校に指定される（17年度まで）

校旗新調

コンピュータ教室設置

１２代 阿南秀雄 校長着任

５０周年記念式典及び校章の設置

１３代 加藤光秋 校長着任

１４代 新井弘一 校長着任

教頭２人配置校となる・学校評議員制度が始まる

生徒指導研究推進モデル校に指定される

完全学校週５日制の実施・二期制の実施

豊かな体験活動推進校に委嘱される（15年度まで）

７代 関根幸夫 校長着任

あいさ つ　 　 校長　 　 根　 橋　  文　 武

　富士見中学校は、昭和２２年の開校以来、「師弟同行」、「文武両道」を校訓とした教育活動を推進し、そ
の精神は各界で活躍する卒業生２万人余りに脈々と受け継がれ現在に至っております。
　平成２２年度も富士見中学校は、幾多の卒業生が営々と築いてきた栄えの歴史と伝統を受け継ぎ、学校
教育目標に「確かな学力の向上と健やかな心身の育成」を掲げ、全教職員の総意と創意を結集し、また、
家庭・地域の絆を一層深め、生徒一人ひとりの「生きる力をはぐくむ教育」を推進します。
　富士見中学校の生徒が、学校のあらゆる時と場で、「志高く」、「自ら学び、励み、進む」ことの出来るよう、
富士見中学校教育を展開してまいりたいと職員一同決意しております。
　どうぞ、ご理解、ご支援をよろしくお願いします。
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熊谷東小学校全区を学区として設置

初代 萩原貞一 校長着任

校歌制定

２代 高橋 昇 校長着任

３代 篠澤貞一 校長着任

４代 渡辺房次 校長着任

５代 道祖土正 校長着任

６代 渡辺洵一郎 校長着任

開校３０周年記念誌発行

２年 ３年 校内 校外
139 1 4 (1) (5) 467

141 3 2 (2) (0) 397

280 4 6 (3) (5) 864

7 25

氏　名 氏　名 役職等 氏　名 

富 岡 清 中 山 政 美 寺 井 啓

森 田 美 江 松 井 温 彦 福 井 千 秋

西 山 富 由 紀 荻 野 武 克 棚 沢 真 弓

齋 藤 洪 太 長 又 隆 野 口 英 明

八 木 橋 宏 純 肥 留 川 恒 樹 飯 塚 幸 一

野 原 晃 高 野 眞 綾

佐 藤 祐 一

半 田 進

P

T
A

学
校

評
議
員

副会長 千 葉 直 之（特殊校医）

学校薬剤師

委  　　員 (耳鼻科) 副会長 廣 瀬 功

教  育  長 (眼科) 副会長 西 田 一 美

顧　問

計 317 250 7
学級数 8 7 3

支援してくださる方々（敬称略）
役　職　等 役　職　等 役職等 氏　名

 市　　　長

 
学
校

医

(内科･産業医)

顧　問 飯 塚 幸 一

委　　　員 (歯科) 会　長

福 井 千 秋

教育委員会委員長 (内科) 顧　問 飯 田 一 義

秋 山 恵 一

委員長職務代理者 (歯科)

男　子 177 140 6
女　子 140 110 1

生徒数・学級数
学年

１年生 ２年生 ３年生
特別支援学級 通級指導教室

合　計
性別 １年

祐

《学校研究課題》

○確かな学力の向上を図る

教育活動の創造

《めざす教職員像》

いつも富士見中学校職員としての

誇り と自覚を胸に

ふ＝ファイトを胸に ＜情熱＞

じ＝実践を着実に積み上げる ＜実践＞
み＝みんなの知恵と汗を集めて＜協働＞

志 高く

分かる授業を工夫し、学ぶ意欲を高める学校

家庭・地域との絆を深める学校 花と笑顔に包まれた、潤いと秩序のある美しい学校

◎是々非々で、

「すずめの学校」と「めだかの学校」のバランスを！

○誰でも分かる授業を工夫し、確かな学力をつけます。

○徹底して「かまって」あげます。

○いざという時、迅速に全員で動きます。

○一秒でも早くプロの手に渡します。

○報告・連絡・相談・見届けを忘れません。

◎全教職員の協働の力を結集して、生徒一人ひとりの生きる力を育て、信頼と絆を深める富士見中学校教育を推進します。

○学校・家庭・地域の絆を深め、「生きる力をはぐくむ教育」を推進します。

○教育活動の全てを通して、子どもを認め、鍛え、育む教育を推進します。

○誰でも分かる授業を工夫し、確かな学力をつけます。

○教育活動の全てを通して道徳教育を推進し、豊かな心を育てます。

○ノーマライゼーションの理念に立ち、一人ひとりを大切にした教育を推進します。

○「熊谷の子どもたちは、これができます！（４つのアクセル）」、 「３減運動に挑戦！（３つのブレーキ）」を家庭と連携して推進します。

○職員事故の絶無を目指し、信頼される学校づくりを推進します。

【経営方針】

学ぶ生徒 （ 我らは学ぶ）

心豊かな 生徒 （ 我らは進む）

心の教育の充実

○豊かな人権感覚を身につけ、他人を思いやる生徒の育成

○望ましい集団活動を通して、自主的・実践的態度の育成

○不登校・いじめの絶無を期す、一人ひとりを大切にする教育

活動の充実

・道徳の授業を核とした道徳教育の充実

・心の触れ合う学年･学級経営の充実、生徒会活動の充実

・ノーマライゼーションの理念に立つ教育の推進 等

《めざす生徒像》

健康な 生徒 （ 我らは励む）
学習指導の工夫改善

○基礎的・基本的内容の確実な定着

○学習規律の定着と学習習慣の確立

○各種調査結果の効果的な活用

・「学習内容」と「指導上の留意点」を明確化

・一人ひとりに応じた支援の充実

・学力等調査結果の分析、課題把握、対応策の実施 等

健康な体力づくりの推進

○自ら進んで心身の健康づくりに取り組む生徒の育成

○心身の自己コントロール力の育成

○基本的生活習慣の確立

・運動部･文化部活動の充実

・意図的･継続的な健康教育の推進

・４つの実践「熊谷の子どもたちはこれができます」 と

「３減運動に挑戦！」運動の推進 等

学校教育目標

〈生徒指導心得〉

《めざす学校像》

生徒と教職員の意欲と活力に満ちた学校

５月 ３月

年間行事予定　（ 年間授業日数　 １ 年 ２ ０ ３ 日　 ２ 年 １ ９ ８ 日　 ３ 年 １ ９ ２ 日）

前期（４月１日～１０月１４日）、授業日数（１年１０４日　２年９９日　３年９９日） 後期（１０月１８日～３月３１日）授業日数（１年９９日　２年９９日　３年９３日）

４月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
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氏　　名 教科 部活動 年 学級等  氏　　名 教科 部活動 年 学級等  氏　　名 教科 部活動等 年 学級等 氏　　名 教科 部活動等 年 学級等 氏　　名 教科 部活動等 年  職 名 等  氏　　名

校 長 根 橋 文 武 養 護 教 諭 町 山 光 子 １ 年 主 任 廣 瀬 温 子 国 語 美 術 ２ 年 主 任 岡 田 和 也 美 術 野 球 ３ 年 主 任 小 島 直 樹 社 会 テ ニ ス 男 ほほえみ相談員 松 岡 富 子

教 頭 千 葉 直 之 養 護 教 諭 松 本 彩 １ の １ 水 庭 裕 保 健 体 育 陸 上 競 技 ２ の １ 山 田 康 之 保 健 体 育 体 操 ３ の １ 齋 藤 健 一 理 科 バ ス ケ 男 スクールカウンセラー 髙 野 洋 子

教 頭 松 本 英 和 事 務 主 査 塚 越 久 美 子 １ の ２ 小 川 真 紀 数 学 体 操 ２ の ２ 石 井 郷 子 英 語 テ ニ ス 女 ３ の ２ 斎 藤 由 香 保 健 体 育 バ ス ケ 男 地域教育相談員 竹 本 洋 子

主 幹 教 諭 正 田 勉 国 語 バ レ ー 女 事 務 主 任 若 守 孝 義 １ の ３ 茂 木 真 治 数 学 水 泳 ２ の ３ 黒 澤 宏 国 語 水 泳 ３ の ３ 酒 井 春 昭 技 術 剣 道 地域教育相談員 藤野 美智子

教 務 大 河 原 徹 数 学 剣 道 男 主 任 業 務 主 事 福 田 武 博 １ の ４ 小 野 寿 恵 数 学 卓 球 女 ２ の ４ 本 間 敦 子 数 学 体 操 ３ の ４ 山 木 栄 美 数 学 陸 上 競 技 特別支援教育支援員 青 木 恵 美

教 務 吉 野 富 美 夫 美 術 美 術 給 食 業 務 中 島 喜 美 １ の ５ 笠 井 洋 佳 国 語 サ ッ カ ー ２ の ５ 大 竹 一 史 社 会 バ レ ー 男 ３ の ５ 渡 辺 潤 子 国 語 音 楽 特別支援教育支援員 町 田 佳 子

教 務 松 村 啓 子 音 楽 音 楽 育 児 休 業 小 山 慶 子 国 語 １ の ６ 白 石 輝 男 社 会 卓 球 男 ２ の ６ 舞 原 涼 子 英 語 卓 球 男 ３ の ６ 片 岡 美 由 紀 英 語 バ レ ー 女 特別支援教育支援員 橋 本 陽 子

特 別 支 援 学 級 主 任 鳥 海 真 由 美 保 健 体 育 第 ２ 陸 上 競 技 長 期 研 修 森 香 明 理 科 １ の ７ 寺 沢 広 美 保 健 体 育 バ レ ー 男 ２ の ７ 松 永 哲 数 学 バ ス ケ 女 ３ の ７ 島 村 勲 社 会 野 球 英語指導助手 ｴ ﾏ ｳ ｨﾀ ｶ

特別支援学級担任 浅 沼 勇 弥 技 術 野 球
特 別 支 援 教 育

ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ
鳥 海 真 由 美 １ 年 副 担 菊 地 滝 太 郎 理 科 卓 球 男 ２ の ８ 諸 彰 英 語 ソ フトボ ール ３ 年 副 担 竹 内 真 理 音 楽 吹 奏 楽 英語指導助手 ｽ ｺ ｯ ﾄ ﾌ ﾞ ﾘ ﾝ ﾃ ﾞ ﾙ

特別支援学級担任 笠 原 祐 介 保 健 体 育 テ ニ ス 女 １ 年 副 担 野 口 雅 代 家 庭 剣 道 ２ 年 副 担 吉 田 順 一 理 科 ソ フトボ ール ３ 年 副 担 畑 中 久 美 子 理 科 パ ソ コ ン 学校図書館補助員 堀 清

特別支援学級担任 筒 井 眞 理 社 会 第 ２ 陸 上 競 技 １ 年 副 担 橋 爪 慶 太 理 科 陸 上 競 技 ２ 年 副 担 野 吾 明 菜 音 楽 吹 奏 楽 ３ 年 副 担 田 子 貴 志 国 語 テ ニ ス 男 学力向上補助員 上 田 睦 子

通 級 指 導 教 室 三 富 貴 子 保 健 体 育 第 ２ 陸 上 競 技 上 坂 郁 代 理 科 ２ 年 副 担 大 久 保 智 司 保 健 体 育 サ ッ カ ー 戸 谷 香 里 音 楽 学力向上補助員 山 村 さ ゆ り

通 級 指 導 教 室 五 十 嵐 渚 紗 英 語 吹 奏 楽 日本語指導臨時講師 髙橋 見依子

教職員名簿
学級等

教

務

・

特
別

支

援

学
級

特
別

支

援

学
級

・

事

務

一
年

二
年

三
年

非

常
勤

職

員

○県費負担教職員数　　　　　　　　　　　　　　　　56人

・校長 1人・教頭 2人・主幹教諭 1人・教諭 45人

・養護教諭 2人・事務職員 2人　・非常勤　3人

○市費負担教職員数　　　　　　　　　　　　　　　　14人

ｰ

恵



【朝読書】 【体育祭】

学ぶ生徒
（我らは学ぶ）

　　　【授業】

　　  心豊かな生徒 健康な生徒  　
　　 （我らは進む） （我らは励む） 　

平成２２年度　学校要
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電話　０４８（５２１）０３１４　ＦＡＸ　０４
８（５２１）８４３２

ＵＲＬ　http://www.kumagaya-fujimi-j.ed.jp

E-Mail　j-fuji100@kumagaya-fujimi-j.ed.jp

埼玉県熊谷市立富士見中学校

埼玉県熊谷市中央三丁目103番地

中学校 27

学　校　番　号

北部教育事務所

志 高く

教

科

学

年

１年 140 105 140 105 45 45 90 70 105 35 35 0 65 980

２年 105 105 105 140 35 35 90 70 105 35 35 15 105 980

３年 105 85 140 105 35 35 90 35 105 35 35 50 125 980

特

別
支

援

学
級

国
語

数
学

英
語

音
楽

技
家

体
育

美
術

学
級

活
動

生
活

単
元

自
立

作
業

総
合

合
計

知的 70 70 35 35 35 175 70 35 175 210 70 980

自閉症・

情緒
70 70 35 35 35 175 70 35 175 210 70 980

外

国
語

道

徳

特

別

活

動

選

択

総

合

合

計

年間授業時数

国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

健

体

育

技

術

家

庭

○生活のリズムは朝ご飯から、元気のリズムはあいさつから、富士見中の朝は読書から

月　 火　 水　 木 金

数　　学 国　　語 保健体育 英　　語 理　　科 第１校時

　 英　　語 保健体育 数　　学 理　　科 数　　学 第２校時

美　　術 英　　語 国　　語 保健体育 選択９科 第３校時

学級活動 理　　科 道徳 社　　会 国　　語 第４校時

総合Ａ 数　　学 技術家庭 総合E 総合Ａ 第５校時

帰りの会 帰りの会 帰りの会

＊１週間、２８コマの授業が行われます。

＊時間割（例）は、３年生Ａステージのものです。

＊選択の後の数字は、選択する科目数です。

帰りの会 帰りの会
社　　会 音　　楽 総合Ｅ

１ 週間の時間割（ 例）

朝の部活動・生徒登校

朝　  　の　  　読　　  書

朝　　　 　の　 　　　会

職員会議
職員研修
学年会等

給　　　　　　食

清　　　　　　掃

昼 　　休　 　み

10:50

10:40

9:50

9:40

8:50

8:45

8:35

8:20

7:30

15:50

16:05

15:05
15:00
14:50

14:00

13:55

13:40

13:20

12:40

11:50

11:40

8:25

第６校時

１　少人数指導の充実
○数学（１年）：１学級を２人で指導。A・B・Ｃステージ。
○数学（２年）：１学級を２人で指導。A・Ｂ・Ｃステージ。
○グループ分け：習熟度別指導。生徒による選択。

２　選択教科の充実
○選択方法：生徒各自の興味・関心、進路希望等に応じて希望。
○選択教科と選択方法
学年

Ｂステージ・２年選択教科「音楽」　３年選択教科「美術」

３　総合的な学習の時間
　(1)「総合Ａ」：「教育に関する３つの達成目標」への取組

○「学力」：「読み」・「書き」・「計算」（活用への挑戦）
○「規律ある態度」：「あいさつ」・「礼儀」・「時を守る」（豊かな心の育成）
○ 「体力」：「体力」・「健康・安全な生活」（生きる力の基盤の育成）

　(2)「総合Ｅ」：「Ｅタイム」

○地域や社会と望ましい関わりを持ちつつ、自分自身を見つめ直し、
　　今後の自己の生き方を考えることができるようにする。

確かな学力の育成

教科 選択方法

１教科を選択
国語，社会，数学、理科、英語、

音楽、美術、体育、技術家庭

○進んで学び、考え、課題を発見し、必要な情報を収集・活用しながら
　　主体的に問題を解決する力を育てる。

３年

４

階

３

階

２

階

校

長

室

事

務

室

１

階

wc wc

２

階

準

備

室

準

備

室

wc wc

１

階

準

備

室

準

備

室

少人数指導

教室　２

校舎・ 教室
　屋内運動場（重層）
　　１階　格技場　　　　　　１部３階
　　２階　メインフロアー（ステージ付き）

校地面積　２６，９０５㎡

校舎面積　　７，０４８㎡

運 動 場   １７，２１２㎡

２階

通路【 本館】

１－４ １－５
少人数指導

教室　３
１－６

少人数指導

教室　４
１－７

生徒会室

１－１ １－２ １－３

２－７ ２－８

職員室 １２組
ほほえみ
相談室

３－４ ３－５ ３－６ ３－７

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
室

少人数指導

教室  １
２－１ ２－２ ２－６２－３

保健室 生徒昇降口 中央通路 図書室
少人数指導

教室
３－２ ３－３

【 別館】

中央通路 準備室

３－１

２－４ ２－５

調理室

中央通路

ピロティー １０組 １１組 第１理科室 第２理科室 通級指導教室 ものづくり工房

第１音楽室 第２音楽室 第１美術室 第２美術室 被服室

玄関

プール ８コース

wc wcwc wc 変電室 倉庫 更衣室 資料室更衣室

wc wc 資料室 wc wc

wc wc 更衣室 更衣室 会議室 印刷室 小相談室 wc wc

wc wcwc wc PTA室

部活動名
サッカー(男)　

陸上(男女)　

音楽　

美術　　

パソコン パソコン検定実施

新人体育大会県民体育大会熊谷市予選会男子ｼﾝｸﾞﾙｽ【第３位】鎌田・春季総合体育大会兼学校総合体

育大会熊谷市予選会　男子団体【第２位】　春季総合体育大会兼学校総合体育大会県大会【第２位】　傳

田　(関東大会出場)

ソフトテニス(男女)
新人大会兼県民総合体育大会熊谷市予選会　男子団体【優勝】　個人：【第１位】河野・柳川【第２位】清
水・名倉　女子団体【ﾍﾞｽﾄ８】、埼玉県中学生郡市対抗ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会熊谷市予選会【第１位】渡辺・植原

【第２位】森田・柴山

学校総合体育大会熊谷市予選会　男子団体【優勝】女子団体【優勝】、男子個人【優勝】小田【第２位】石

井【第3位】吉田、女子個人【第２位】小林、学校総合体育大会埼玉県大会男子団体べｽﾄ８、新人大会兼
県民総合体育大会熊谷市予選会　女子団体【優勝】男子個人【第２位】安澤

第２陸上(男女)
第６回埼玉県障害者駅伝大会　女子【第５位】　全国障害者スポーツ大会100M､400M出場 新井、ふれあ

いピック、さくらマラソン他各種大会参加

部活動
平成２１年度　栄光の記録

新人体育大会兼県民体育大会埼玉県大会出場

運
動
部

野球
新人体育大会兼県民体育大会熊谷市予選会　【第３位】
春季総合体育大会兼学校総合体育大会熊谷市予選会【第２位】

ソフトボール(女)
新人体育大会兼県民体育大会熊谷市予選会　【第２位】

春季総合体育大会兼学校総合体育大会熊谷市予選会【第２位】

剣道(男女)  

バスケット(男女)　
男子：新人体育大会兼学校総合体育大会埼玉県大会ベスト４、女子：新人体育大会兼学校総合体育大
会熊谷市予選会【第３位】

都道府県対抗男子駅伝競走大会出場者  新城、ジュニアオリンピック出場者　走り幅跳び  朝妻

関東大会　男子3000m【第４位】新城  女子4×１００ﾘﾚｰ出場 塚本･尾形･川崎･亀井  走り幅跳び出場 朝妻

全国中学校体育大会陸上競技選手権大会出場者　男子1500m嶋田･新城　3000m新城　１１０mﾊｰﾄﾞﾙ植原

全国中学校駅伝競走大会　【第８位入賞】　新城・嶋田・大澤・松﨑・本間・秋山　

卓球(男女)　

文
化
部

関東合唱ｺﾝｸｰﾙ【銀賞】、TBSこども音楽ｺﾝｸｰﾙ東日本大会出場、ＮＨＫ全国学校音楽ｺﾝｸｰﾙ【銅賞】

埼玉県吹奏楽部ｺﾝｸｰﾙ県大会　【金賞】

西関東吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ【銀賞】

体操(男女)

新人体育大会兼県民総合体育大会埼玉県大会　男子団体総合　【第２位】　個人１０位　勝田

学校総合体育大会埼玉県大会　男子団体総合【優勝】

○その他の活動記録:「熊谷市英語弁論大会【第1位】大嶋」
「熊谷市シニアライオンズクラブ主催スピーチコンテスト【第4

位】青木、埼玉県科学振興展覧会【最優秀賞】吉田､吉田､

埼玉県硬筆展覧会【優良賞】中村、柳【特選賞】坂本、井
上、埼玉県書き初め展覧会【特選賞】田部井

各種コンクール・ボランティア活動参加

吹奏楽　

新人体育大会兼県民総合体育大会埼玉県大会　女子団体総合　ベスト１６

案内図

○交通案内

□JR高崎線

熊谷駅北口下車

・徒歩 ２５分

・バス １０分

国際十王バス

熊谷駅北口～

富士見中入口

バス停下車

熊谷の子どもたちは、これができます！ ３減運動に挑戦 ！
４つの実践！
○朝ご飯をしっかり食べる。 ○テレビの時間を減らします。
○呼ばれたら「はい」と元気よく返事をする。 ○ゲームの時間を減らします。
○「ありがとう」「ごめんなさい」と言う。 ○携帯電話やパソコンに触れる時間を減らします。
○友だちをたくさんつくる。
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